




令
和
４
年
９
月
11
日（
日
）
午

前
11
時
か
ら
川
崎
日
航
ホ
テ
ル

に
て
、
51
回
目
の
全
国
硫
黄
島
島

民
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
し
た
が
、
51
人
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

正
面
ス
ク
リ
ー
ン
に
は「
第
51

回
全
国
硫
黄
島
島
民
の
会
」
が
映

し
出
さ
れ
、
三
部
形
式
で
会
は
進

行
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
定
期
総
会
と
し
て

開
会
、
寒
川
藏
雄
会
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
５
年
振
り
に
開
催
さ
れ

た
墓
参（
洋
上
慰
霊
祭
）
が
、
ス

ク
リ
ー
ン
で
紹
介
、
続
い
て
、
渋

谷
正
昭
村
長
か
ら
、
今
回
の
全
国

硫
黄
島
島

民
の
会
へ

の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介

さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
小
笠
原
村
東
京
連
絡

事
務
所
の
椎
名
裕
太
主
査
、
小
笠

原
協
会
渋
井
信
和
会
長
が
挨
拶
、

続
い
て
寒
川
会
長
か
ら
小
笠
原
・

母
島
中
学
生
と
小
笠
原
高
校
生
へ

の
講
和
と
感
想
文
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
部
で
は
、
沖
縄
・
硫
黄
島

合
同
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
寒
川
会

長
は
じ
め
参
加
者
全
員
が
献
花
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
の
第
三
部
で
は
、
会
食
を

し
な
が
ら
ゲ
ス
ト
を
紹
介
、
恒
例

の
佐
野
克
己
氏
に
よ
る「
フ
ー
テ

ン
の
寅
さ
ん
」
な
ど
和
や
か
に
会

は
進
み
ま
し
た
。
な
お
、
芥
川
龍

之
介
賞
受
賞
作
家
、
滝
口
悠
生
さ

ん
が
参
加
、
激
戦
地
と
な
っ
た
硫

黄
島
に
生
き
た
人
々
の
言
葉
を
紹

介
し
た
著
作「
水
平
線
」
の
サ
イ

ン
会
も
実
施
。
ま
た
、
今
年
８
月

に
硫
黄
島
で
収
録
し
た
映
像
を
も

と
に
制
作
し
た「
V
R
硫
黄
島
」

を
会
場

で
紹
介
、

ゴ
ー
グ
ル

を
介
し
て

立
体
感
の

あ
る
画
像

に
旧
島
民

の
参
加
者

は
感
動
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
全
国
硫
黄
島
島
民
の

会
、
副
会
長
で
あ
り
ま
す
持
丸
寿

美
子
氏
が
閉
会
の
挨
拶
を
さ
れ
、

来
年
、
令
和
5
年
9
月
10
日（
日
）

の
再
会
を
期
し
て
、
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
全
国
硫
黄
島
島
民

の
会
が
益
々
発
展
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。（
写
真
提
供
、

写
真
家
・
渡
邉
英
昭
氏
）

と
未
来
を
意
識
し
て
育
っ
た
人
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
私
達
が
、
沖
縄
の

節
目
に
生
ま
れ
た
復
帰
っ
子
と
し

て
、
歴
史
を
学
び
未
来
を
考
え
よ

う
と
、
沖
縄
復
帰
35
年
に
あ
た
る

２
０
０
７
年
に
結
成
し
た
の
が
、

沖
縄
県
復
帰
っ
子
協
議
会
で
す
。

復
帰
を
経
験
し
た
世
代
か
ら
学

び
、
復
帰
っ
子
が
未
来
へ
向
け
て

発
信
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
勉
強

会
な
ど
を
開
催
し
、
職
種
や
出
身

地
域
の
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

県
内
を
主
な
活
動
の
場
と
し
て

き
た
協
議
会
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会
で
す
が
、
実
は
、
私
と
奄

美
の
同
志
が
20
年
来
温
め
て
き
た

思
い
が
実
現
し
た
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。

沖
縄
復
帰
30
年
を
前
に
し
た

２
０
０
１
年
、
私
は
地
元
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
就
職
。
復
帰
の

歴
史
を
伝
え
る
中
で
、
奄
美
、
小

笠
原
、
十
島
村
が
沖
縄
と
同
じ
く

米
軍
施
政
権
下
を
経
て
復
帰
を
経

験
し
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

�-�Ä�]
î�<�ó� �È�W� �^�q��

�E
�y

¯

�y

²
'
’�D

沖
縄
は
今
年
５
月
15
日
、
日
本

復
帰
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
私

ど
も
沖
縄
県
復
帰
っ
子
連
絡
協
議

会
は
、
そ
の
記
念
企
画
の
一
つ
と

し
て
、
沖
縄
と
同
様
に
復
帰
・
返

還
を
経
験
し
た
小
笠
原
、
十
島
村

（
ト
カ
ラ
列
島
）、
奄
美
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
ぐ「
全
国
復
帰
っ
子

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。（
協
力
：
日
本
島
嶼
学

会
）沖

縄
で
は
、
日
本
に
復
帰
し
た

１
９
７
２
年
に
生
ま
れ
た
子
の
こ

と
を「
復
帰
っ
子
」と
呼
び
ま
す
。

私
達「
復
帰
っ
子
」
は
、
折
に

触
れ
大
人
達
か
ら
復
帰
当
時
の
話

や
沖
縄
の
将
来
へ
の
期
待
を
語
ら

れ
る
機
会
が
多
く
、
沖
縄
の
復
帰

奄
美
群
島
は
１
９
５
３
年
に
復

帰
。
米
軍
基
地
が
残
り「
道
半
ば
」

と
も
言
わ
れ
る
沖
縄
の
復
帰
と
は

そ
の
経
緯
は
異
な
り
ま
す
が
、
双

方
の
復
帰
を
比
較
し
交
流
す
る
こ

と
で「
復
帰
の
歴
史
を
後
世
へ
つ

な
ぐ
意
義
を
学
び
た
い
」
と
、
奄

美
復
帰
50
年
の
２
０
０
３
年
に
奄

美
と
沖
縄
の「
復
帰
っ
子
座
談
会
」

を
名
瀬
市（
現
奄
美
市
）で
開
催
。

以
来
、
復
帰
記
念
日
の
12
月
25
日

に
は
、
可
能
な
限
り
祝
賀
訪
島
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
と
奄
美
に「
復
帰
」
の
歴

史
に
こ
だ
わ
る
人
が
い
て
、
交
流

が
始
ま
っ
た
。
小
笠
原
や
十
島
村

に
も
、
同
じ
よ
う
な
思
い
を
持
つ

人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
。

「
経
緯
は
異
な
れ
ど
同
じ
く
復
帰
・

返
還
を
経
験
し
た
地
域
を
つ
な
ぎ

た
い
」。
奇
し
く
も
、
奄
美
で
出

会
っ
た
同
志
は
、
奄
美
復
帰
50
年

に
四
地
域
の
合
同
写
真
展
を
仕
掛

け
た
と
の
こ
と
。
か
く
し
て「
日

本
復
帰
っ
子
大
会
」
は
、
私
達
が

思
い
描
く「
夢
」と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
返
還
40
周
年
を
迎

え
た
小
笠
原
へ
２
０
０
８
年
７

月
に
渡
島
。
ま
ず
魅
せ
ら
れ
た
の

が
、
ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
。
琉
球
弧
と

似
て
非
な
る
紫
紺
の
海
の
色
。
明

る
く
乾
い
た
島
の
風
。
そ
し
て
、

日
系
島
民
の
強
制
引
き
揚
げ
の
歴

史
か
ら
、
小
笠
原
で
は「
復
帰
」で

は
な
く「
返
還
」
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
そ
の
折
り
は
、
返

還
記
念
式
典
に
参
加
し
、雑
誌『
島

へ
。』の
寄
稿
取
材
で
は
、
多
く
の

方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

あ
れ
か
ら
14
年
。
沖
縄
復
帰
50

年
の
節
目
に
、
つ
い
に「
全
国
復

帰
っ
子
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」
を

開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
折
し

も
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
手
法
を
活
用
で
き
た
こ
と

が
、
実
現
の
鍵
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
で
の
小
笠

原
グ
ル
ー
プ
の
発
表
詳
細
に
つ
い

て
は
、「
小
笠
原
」第
２
３
７
号
に

委
ね
ま
す
が
、
琉
球
弧
の「
復
帰
」

と
小
笠
原
の「
返
還
」の
違
い
と
、

父
島
、
母
島
、
硫
黄
島
の
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
が
語
ら
れ
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

父
島
の
菊
池
康
彦
氏
か
ら
は

御
祖
父
、
お
父
様
の
ご
活
躍
を
通

し
た
お
話
し
か
ら
当
時
の
方
々

の
返
還
、
帰
郷
へ
の
熱
い
思
い

を
、
母
島
の
折
田
五
十
二
郎
氏
、

前
田
豊
氏
か
ら
は
母
島
復
興
の

先
人
の
苦
労
や
農
業
を
通
し
た

沖
縄
へ
の
眼
差
し
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

全
国
硫
黄
島
島
民
3
世
の
会
の

西
村
怜
馬
会
長
か
ら
は
、
未
だ
帰

島
が
叶
わ
ぬ
島
の
歴
史
と
会
の
活

動
、
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
加
え
、
若
い
世
代
が
島
の

歴
史
を
受
け
継
ぎ
担
っ
て
い
る
こ

と
を
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
笠
原
協
会
の
森
田
裕

一
理
事
か
ら
、
小
笠
原
の
民
間
定

期
船
が
か
つ
て
は
十
島
、
奄
美
そ

し
て
沖
縄
に
も
就
航
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
復
帰
の
喜
び
を
載

せ
た
船
で
あ
る
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
、
船
が
四
地

域
を
結
ん
だ
不
思
議
な
縁
を
感

じ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
地
域
で
は
、
沖
縄
か

ら
復
帰
っ
子
連
絡
協
議
会
が
、
復

帰
後
も
残
る
米
軍
基
地
な
ど
構

造
的
な
問
題
が
残
る
現
状
や
、
観
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光
が
牽
引
し
て
発
展
し
た
県
経

済
の
歩
み
な
ど
を
紹
介
。
奄
美
群

島
の
日
本
復
帰
運
動
を
伝
承
す

る
会
は
、
群
島
民
の
99
・
８
％
が

署
名
し
て
復
帰
が
実
現
し
た「
平

和
闘
争
を
貫
い
た
」
復
帰
運
動

の
中
で
、「
子
ど
も
達
も
多
く
関

わ
っ
た
こ
と
が
奄
美
の
特
徴
」
と

話
し
ま
し
た
。

十
島
村
か
ら
は
、
復
帰
し
た

１
９
５
２
年
当
時
、
奄
美
大
島
の

高
校
生
だ
っ
た
日
高
重
成
氏
が
、 

故
郷
の
復
帰
に
よ
り
密
航
船
で
の

帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
困
難
な

青
春
時
代
を
振
り
返
り
、
十
島
村

が
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
適
用

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
触

れ
、「
奄
美
と
ト
カ
ラ
列
島
は
一

体
」
と
述
べ
振
興
策
の
必
要
性
を

提
言
し
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
私
達
の「
夢
」
の

実
現
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
10

年
は
続
け
た
い
交
流
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
小
笠

原
諸
島
返
還
55
年
、
奄
美
群
島
復

帰
70
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
加
え
て
、
自

然
、
産
業
や
米
軍
施
政
権
下
の

生
活
、
移
行
期
の
統
治
機
構
な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
交
流
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
未
来
に
役
立
つ
も
の
と

な
り
、
末
永
く
お
付
き
合
い
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
。

３
月
に
定
例
理
事
会
を
開
催

し
、
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
５
月
に
定
例
理
事

会
、
６
月
に
定
時
評
議
員
会
を
開

催
し
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
定
時
評
議
員

会
で
は
評
議
員
、
理
事
お
よ
び
監

事
の
選
任
が
決
議
さ
れ
、
別
掲
の

と
お
り
、
新
し
い
評
議
員
３
名
と

理
事
２
名
お
よ
び
監
事
１
名
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
臨
時

理
事
会
を
開
催
し
、
佐
藤
豪
介
氏

が
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
５
月
お
よ
び
６
月
の

役
員
会
議
は
２
年
ぶ
り
の
対
面
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

評
議
員　
　
　

池
田　
　

望

　

〃　
　
　
　

石
井　

正
則

　

〃　
　
　
　

稲
垣　

政
孝

　

〃　
　
　
　

菊
池　

武
博

　

〃　
　
　
　

後
藤　

乾
一

　

〃　
　
　
　

佐
藤　

洋
美

　

〃　
　
　
　

寒
川　

藏
雄

　

〃　
　
　
　

杉
浦　
　

浩

　

〃　
　
　
　

鈴
木　

高
弘

　

〃　
　
　
　

中
村　

益
美

　

〃　
　
　
　

矢
田　
　

章

　

〃　
　
　
　

若
林　

和
彦

会　

長　
　
　

渋
井　

信
和

常
務
理
事　
　

佐
藤　

豪
介

理　

事　
　
　

岡
部　

一
郎

　

〃　
　
　
　

小
暮　
　

実　

　

〃　
　
　
　

渋
谷　

正
昭

　

〃　
　
　
　

田
代　

義
一

　

〃　
　
　
　

谷
川　

浩
也

　

〃　
　
　
　

森
田　

裕
一

　

〃　
　
　
　

若
澤　

美
義

監　

事　
　
　

小
嶋　

俊
幸

　

〃　
　
　
　

鈴
木　
　

茂

新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
員
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後
藤　

乾
一

略
歴

　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

杉
浦　
　

浩
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略
歴

　

元
小
笠
原
支
庁
土
木
課

　

元
東
京
都
都
市
計
画
局
技
監

矢
田　
　

章

略
歴

　

小
笠
原
海
運
株
式
会
社

　

取
締
役
営
業
部
長
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佐
藤　

豪
介

略
歴

　

元
小
笠
原
支
庁
総
務
課

　

元
東
京
都
総
務
局
行
政
部

　

振
興
企
画
課
長

渋
谷　

正
昭

略
歴

　

小
笠
原
村
村
長

�ë	ý�Ú���Ä�ì

小
嶋　

俊
幸

略
歴

　

東
京
都
総
務
局
行
政
部

　

小
笠
原
振
興
担
当
課
長

退
任
さ
れ
た
役
員

前
評
議
員�

水
野　
　

勇　

前
理
事�

森
下　

一
男　

前
監
事�

大
河
原
丈
晴　
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賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当

協
会
は
、
小
笠
原
諸
島
の
旧
島
民

の
方
々
の
帰
島
支
援
や
機
関
紙
等

の
発
行
、
交
流
ツ
ア
ー
開
催
、
イ

ベ
ン
ト
出
展
な
ど
に
よ
り
広
く
全

国
の
皆
様
の
小
笠
原
諸
島
へ
の
ご

理
解
を
求
め
、
小
笠
原
村
の
振
興

支
援
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
賛
助
会
員
の
皆

様
方
の
会
費
収
入
に
支
え
ら
れ
て

お
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
引
続
き
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
皆
様
に
も
、
小

笠
原
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
協
会
の
活

動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

賛
助
会
員
へ
の
ご
入
会
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
を
愛
す
る
方
、
興
味
を

お
持
ち
の
方
、
ご
家
族
、
ご
友
人

な
ど
身
近
な
方
々
に
賛
助
会
員
へ

の
お
誘
い
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

入
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

当
協
会
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
画
面
か

ら「
会
員
募
集
」
→「
賛
助
会
員

に
な
る
に
は
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.ogasaw

arak.
org/

）
電
話（
０
３
︱
３
４
３
２

︱
４
９
２
１
）
で
の
お
問
い
合
わ

せ
や
お
申
込
み
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。（
入
会
申
込
書
の
送
付
も
可

能
）

　

生
方　

千
里　
　

春
川　

浩
一

　

小
林　
　

賢　
　

持
田　

尚
子

▼
新
規
入
会
者

▽
三
口

　

杉
浦　
　

浩　
　

佐
藤　

豪
介

▽
一
口

　

飯
島　
　

誠　
　

工
藤　

雅
之

　

藤
堂　

瑞
季　
　

山
本　

里
美

　

奥
村　

昌
子　
　

並
木
し
の
ぶ

　

竹
内　
　

曜　
　

坂
本
由
美
子

　

綿
引
健
太
郎　
　

綿
引　

智
美

　

高
橋　

慶
子　
　

荒
川　

大
輔

　

山
田　

律
子　
　

佐
々
木
綾
太

　

関
口　

理
菜　
　

岡
崎　

和
宏

　

岡
崎
る
み
こ　
　

黒
瀬　

朝
美

　

原
田
健
太
朗　
　

原
田　

悠
希

　

米
澤　

忠
義　
　

長
部　

達
樹

　

清
川　

愛
之　
　

丸
山　

涼
子

　

三
田
村
信
吉　
　

安
藤　

陽
子

　

岩
崎　

恵
子　
　

坂
下　
　

誠

　

根
津　

麻
里　
　

根
津　

優
海

　

酒
川
三
智
子　
　

坂
本
美
智
子

　

安
喜　

誠
司　
　

金
森　

麻
美

　

久
保
田
和
真　
　

菅
沼　

靖
子

　

中
川
喜
久
美　
　

井
元
千
佳
子

　

井
元　

義
訓　
　

小
又　

愛
未

　

大
澤　

之
子　
　

笹
平　
　

隆

　

瀧　

佐
智
子　
　

瀧　
　

真
一

　

高
橋　

慈
子　
　

丹
羽　

朝
子

　

坂
本　
　

葵　
　

谷
口　

貴
博

　

笹
平
亜
由
子　
　

滝
川　

洋
一

　

田
中　

文
絵　
　

藤
原　

有
平

　

今
井
友
紀
子　
　

桑
田　
　

冴

▼
個
人
賛
助
会
費

▽
三
口

　

相
馬　

観
成　
　

中
村　

益
美

▽
二
口

　

川
島
フ
サ
子

▽
一
口

　

荒
川　

昌
代　
　

杉
本　

隆
幸

　

佐
藤　

謙
治　
　

中
嶋　
　

弘

　

中
嶋　

好
枝　
　

藤
島　

拓
実

　

矢
部　

真
吾　
　

矢
部　

朋
子

　

柏
原　

哲
隆　
　

柏
原　

裕
子

　

辻
下　

勝
己　
　

辻
下
奈
緒
美

　

辻
下　
　

廉　
　

岸　
　

拓
矢

　

岸　

貴
美
子　
　

桐
林　

真
人

　

武
田　

充
弘　
　

米
澤　

千
夏

　

松
隈　
　

純　
　

杉
山　

真
也

　

伊
藤　

文
彦　
　

伊
藤
み
さ
と

　

川
手　

善
昭　
　

弦
巻　

悠
也

　

今
村　

壮
壱　
　

今
村　

祐
可

　

髙
橋　

孝
純　
　

中
村　

咲
子

　

杉　
　

孝
一　
　

小
竹　
　

豊

　

齋
藤
佐
千
子　
　

山
本　

政
陽

　

工
藤　

隆
憲　
　

本
郷　

素
行

　

山
口　

順
治　
　

渡
辺　

圭
子

　

糟
谷　

千
里　
　

吉
田　
　

剛

　

内
田　

愛
佳　
　

今
熊　

千
春

　

鈴
木　

松
男　
　

清
水　

政
雄

　

長
岡　

芳
正　
　

森
内　

春
香

　

下
垣　

佳
子　
　

早
見　

英
嗣

　

渡
邉　

常
義　
　

石
井　

克
幸

　

石
田　

拓
也　
　

石
田　

舞
子

　

中
西　
　

宏　
　

遠
山　

美
穂

　

田
中　

尚
子　
　

青
島　

泰
子

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～
令
和
４
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
８
月
31
日
ま
で

　

小
林
裕
美
子　
　

寺
田　

史
子

　

橋
本　

千
栄　
　

江
尻　

秀
子

　
長
谷
川
眞
里
子　
　

北
島　

憲
介

　

大
正
恵
美
子　
　

大
正　

隆
雄

　

丸
山　

義
雄　
　

加
藤　

有
乃

　

森
作　

克
之　
　

松
原　

美
里

　

樋
之
口
俊
朗　
　

小
久
保
靖
江

　

野
村　

凌
太　
　

津
田　

知
彦

　

安
達　

健
太　
　

若
松　

信
子

　

大
山
奈
津
美　
　

杉
澤　

法
明

　
今
葷
倍
み
の
り　
　

鈴
木　

君
江

　

萩
原　

丈
司　
　

髙
山　

泰
輝

▼
法
人
賛
助
会
費

▽
二
十
五
口（
十
五
万
円
）

　

杉
田
建
設
株
式
会
社

▽
二
十
口（
十
二
万
円
）

　

�

日
本
自
動
車
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

▽
十
口（
六
万
円
）

　

日
章
建
設
株
式
会
社

　

有
限
会
社
小
祝
商
店

▽
五
口（
三
万
円
）

　

�

株
式
会
社
ド
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　

株
式
会
社
オ
ー
・
シ
ィ
・
エ
フ

▽
三
口（
一
万
八
千
円
）

　

七
島
信
用
組
合
小
笠
原
支
店

▽
二
口（
一
万
二
千
円
）

　

有
限
会
社
小
笠
原
整
備
工
場

　

株
式
会
社
共
勝
丸

▽
一
口（
六
千
円
）

　

株
式
会
社
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
ン
ド

　

大
神
山
神
社

▼
寄
付
金

▽
個
人
寄
付

　

赤
坂
保
太
郎（
十
万
円
）

　

熊
沢　

淳
也（
二
千
円
）

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
万
が
一
、�

未
掲
載
の
失
礼
が
あ
り
ま
し
た
ら
次
号
掲
載�

し
ま
す
の
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
（
掲
載
順
不
同
）

お
詫
び
と
訂
正

前
号
（
令
和
四
年
七
月
一
日
号
）

に
て
新
規
入
会
者
と
し
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
次
の
方
の

お
名
前
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
・
酒
井
総
平　

正
・
酒
井
聡
平

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

長
田　

耕
吉 

様　

93
歳

　

令
和
４
年
1
月
29
日
ご
逝
去

�

大
村
出
身

鈴
木　

光
雄 

様　

82
歳

　

令
和
４
年
９
月
１
日
ご
逝
去

�

父
島
在
住

令和4年9月1日現在
（　）内は前年同月

住民基本台帳登録者数
○世　帯� 1,502 世帯

　（1,517世帯）
　
　父　島� 1,233 世帯

（1,240世帯）
　
　母　島� 269世帯

（277世帯）

○人　口� 2,569 人
（2,587 人）

　
　父　島� 2,118 人

（2,127 人）
　
　母　島� 451人

（460人）

令和4年8月気象状況
（　）内は前年同月（父島）

最高気温� 32.8 ℃
（32.1 ℃）

最低気温� 24.0 ℃
（23.7 ℃）

平均気温� 28.6 ℃
（27.9 ℃）

平均湿度� 87 %
（85 %）

月降水量� 103.5 mm
（38.0 mm）

（気象庁　ホームページ）

令和4年8月中の来島者数
（　）内は前年同月（父島）

定期船� 3,431 人
（2,309 人）

観光船� 0人
（0人）

小笠原航路時刻表
（令和４年10月～令和5年3月）

ハートロック（千尋岩） 母島沖港

さあ ! 母島へ行こう
母島への航路（ホエールライン）
母島は父島の南約50kmに位置しその広さは約21k㎡です。
島の中央に乳房山（463m）があり島の周囲は58kmあります。
母島を観光される方は、下記の時刻表でぜひ訪島してください。

（令和４年10月～令和5年3月）

◎問い合わせ先　伊豆諸島開発株式会社　☎03-3455-3090

運航月
時   刻

おがさわら丸
父島入港日

おがさわら丸
父島入港の翌日

おがさわら丸
父島出港日 その他の日 運休日

運
航
時
刻

父島出港 12:00 7:30 7:30 　

母島入港 14:00 9:30 9:30

母島出港 14:00 12:00 14:00

父島入港 16:00 14:00 16:00

運
航
月
日

10 月

1 ㈯ 3 ㈪ 4 ㈫ 5 ㈬ 2 ㈰

6 ㈭ 7 ㈮ 9 ㈰ 8 ㈯ 11 ㈫ 12 ㈬ 10 ㈪

13 ㈭ 14 ㈮ 16 ㈰ 15 ㈯ 18 ㈫ 19 ㈬ 17 ㈪

20 ㈭ 21 ㈮ 23 ㈰ 22 ㈯ 25 ㈫ 24 ㈪

26 ㈬ 27 ㈭ 29 ㈯ 28 ㈮ 31 ㈪ 30 ㈰

11 月

1 ㈫ 2 ㈬ 4 ㈮ 3 ㈭ 6 ㈰ 5 ㈯

7 ㈪ 8 ㈫ 10 ㈭ 9 ㈬ 12 ㈯ 11 ㈮

13 ㈰ 14 ㈪ 16 ㈬ 15 ㈫ 18 ㈮ 17 ㈭

19 ㈯ 20 ㈰ 22 ㈫ 21 ㈪ 24 ㈭ 25 ㈮ 23 ㈬

27 ㈰ 28 ㈪ 30 ㈬ 26 ㈯ 29 ㈫

12 月

3 ㈯ 4 ㈰ 6 ㈫ 2 ㈮ 5 ㈪ 1 ㈭

10 ㈯ 11 ㈰ 13 ㈫ 8 ㈭ 9 ㈮ 12 ㈪ 7 ㈬

17 ㈯ 18 ㈰ 20 ㈫ 15 ㈭ 16 ㈮ 19 ㈪ 14 ㈬

24 ㈯ 25 ㈰ 27 ㈫ 22 ㈭ 23 ㈮ 26 ㈪ 21 ㈬

30 ㈮ 31 ㈯ 29 ㈭ 28 ㈬

1 月

3 ㈫ 1 ㈰ 2 ㈪ 5 ㈭ 4 ㈬

7 ㈯ 8 ㈰ 10 ㈫ 6 ㈮ 9 ㈪ 12 ㈭ 11 ㈬

13 ㈮ 14 ㈯ 16 ㈪ 15 ㈰ 18 ㈬ 17 ㈫

19 ㈭ 20 ㈮ 22 ㈰ 21 ㈯ 24 ㈫ 23 ㈪

25 ㈬ 26 ㈭ 28 ㈯ 27 ㈮ 30 ㈪ 29 ㈰

31 ㈫

2 月

1 ㈬ 3 ㈮ 2 ㈭ 5 ㈰ 4 ㈯

6 ㈪ 7 ㈫ 9 ㈭ 8 ㈬ 11 ㈯ 10 ㈮

12 ㈰ 13 ㈪ 15 ㈬ 14 ㈫ 17 ㈮ 18 ㈯ 16 ㈭

19 ㈰ 20 ㈪ 22 ㈬ 21 ㈫ 24 ㈮ 23 ㈭

25 ㈯ 26 ㈰ 28 ㈫ 27 ㈪

3 月

3 ㈮ 4 ㈯ 6 ㈪ 2 ㈭ 5 ㈰ 1 ㈬

9 ㈭ 10 ㈮ 12 ㈰ 8 ㈬ 11 ㈯ 7 ㈫

15 ㈬ 16 ㈭ 18 ㈯ 14 ㈫ 17 ㈮ 13 ㈪

22 ㈬ 23 ㈭ 25 ㈯ 20 ㈪ 21 ㈫ 24 ㈮ 19 ㈰

28 ㈫ 29 ㈬ 31 ㈮ 27 ㈪ 30 ㈭ 26 ㈰

◆時刻表は今後の状況により変更となる場合もあります

運航月
時　刻

東京発 父島着 父島泊 父島泊 父島発 東京着 父島泊数11:00 11:00 ─ ─ 15:00 15:00

10 月

5 ㈬ 6 ㈭ 7 ㈮ 8 ㈯ 9 ㈰ 10 ㈪

3 泊

12 ㈬ 13 ㈭ 14 ㈮ 15 ㈯ 16 ㈰ 17 ㈪

19 ㈬ 20 ㈭ 21 ㈮ 22 ㈯ 23 ㈰ 24 ㈪

25 ㈫ 26 ㈬ 27 ㈭ 28 ㈮ 29 ㈯ 30 ㈰

31 ㈪ 11/1 ㈫ 11/2 ㈬ 11/3 ㈭ 11/4 ㈮ 11/5 ㈯

11 月

6 ㈰ 7 ㈪ 8 ㈫ 9 ㈬ 10 ㈭ 11 ㈮

3 泊
12 ㈯ 13 ㈰ 14 ㈪ 15 ㈫ 16 ㈬ 17 ㈭

18 ㈮ 19 ㈯ 20 ㈰ 21 ㈪ 22 ㈫ 23 ㈬

26 ㈯ 27 ㈰ 28 ㈪ 29 ㈫ 30 ㈬ 12/1 ㈭

12 月

2 ㈮ 3 ㈯ 4 ㈰ 5 ㈪ 6 ㈫ 7 ㈬

3 泊
9 ㈮ 10 ㈯ 11 ㈰ 12 ㈪ 13 ㈫ 14 ㈬

16 ㈮ 17 ㈯ 18 ㈰ 19 ㈪ 20 ㈫ 21 ㈬

23 ㈮ 24 ㈯ 25 ㈰ 26 ㈪ 27 ㈫ 28 ㈬

29 ㈭ 30 ㈮ 31 ㈯ ～ 1/2 ㈪ 1/3 ㈫ 1/4 ㈬ 4 泊

1 月

6 ㈮ 7 ㈯ 8 ㈰ 9 ㈪ 10 ㈫ 11 ㈬

3 泊

12 ㈭ 13 ㈮ 14 ㈯ 15 ㈰ 16 ㈪ 17 ㈫

18 ㈬ 19 ㈭ 20 ㈮ 21 ㈯ 22 ㈰ 23 ㈪

24 ㈫ 25 ㈬ 26 ㈭ 27 ㈮ 28 ㈯ 29 ㈰

30 ㈪ 31 ㈫ 2/1 ㈬ 2/2 ㈭ 2/3 ㈮ 2/4 ㈯

2 月

5 ㈰ 6 ㈪ 7 ㈫ 8 ㈬ 9 ㈭ 10 ㈮

3 泊
11 ㈯ 12 ㈰ 13 ㈪ 14 ㈫ 15 ㈬ 16 ㈭

18 ㈯ 19 ㈰ 20 ㈪ 21 ㈫ 22 ㈬ 23 ㈭

24 ㈮ 25 ㈯ 26 ㈰ 27 ㈪ 28 ㈫ 3/1 ㈬

3 月

2 ㈭ 3 ㈮ 4 ㈯ 5 ㈰ 6 ㈪ 7 ㈫

3 泊

8 ㈬ 9 ㈭ 10 ㈮ 11 ㈯ 12 ㈰ 13 ㈪

14 ㈫ 15 ㈬ 16 ㈭ 17 ㈮ 18 ㈯ 19 ㈰

21 ㈫ 22 ㈬ 23 ㈭ 24 ㈮ 25 ㈯ 26 ㈰

27 ㈪ 28 ㈫ 29 ㈬ 30 ㈭ 31 ㈮ 4/1 ㈯

◆時刻表は今後の状況により変更となる場合もあります

◎問い合わせ先　小笠原海運株式会社　☎ 03-3451-5171

小
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紺青の海　透ける空　緑の森　帰ろう　心の故郷・小笠原


